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竹内

ることについては (1957) し?

(1965)は ζれが

であることを報告した O

るが?その産状をあきらか記

965 )の

る

のピリカ型同

を記載するので

をさきにのべる O

中の 2mにおよぶ巨大 そ iま ん らか

きわめてひく L

が大部分である O 擦問物質は O.5 ~数c:mの円擦ないし

かちなり?徴粒砂にまじって砂鉄(平均 0.3慨〉ごとか

を ~'o 

りふくむ。機質部の厚さは平均 1'""-' 2 7nとぎに 3m~と達し F

石灰岩がレンズ状をなして点在し?また硬賓石灰岩が惇さ 27，九

ほど小擦が多 ~'oζ の上部iと

に発達することがある O ζの硬

灰岩にはL叩 idocyclina(Nephrolepidina) nipponica (HANZAWA) ，L. (N.)αngulosa (P ROV AL) ， 

Miogipsina kotoi HANZAW A， Amphistegina 

Globigeγina sp.， Globorotaria sp.，などの

砂質部lとは Balanus sp.， Isurus hastalis 

粗砂質凝灰岩から白色凝灰岩にうつる O

todorokiteは臣円醸の側低部代接着して経胎し?ときにその淳さ 20c:m K達する O 鉱石は木炭状の

外観を皐し p 粗霧軟質で軽く， 5こまかい繊維状結晶の集合からなる O 鉱石は見掛けの構造によって細

cf. 1・adiata ( & M.)のほか Lagenidae，

をともなしりまたサンゴの破片もす ζ しふくむ。

(.AGASSIZ) などを産する O 擦費部の上位は淡鴇色

柱状@太い柱状@被覆状@イチョウ葉状@扇状の五種iとわけられる O ζれらの構造の間隙をsepiolite

と方解石とが l糊以下の厚さで充填する場合がある O

sepioliteは触惑が滑かで，白色ないし淡桃色を塁し?断面は多片状である O 乾燥したときの硬度

と比重はともにおよそ 2である O 一見方解石iとよく似た外観であるが?たがし'K近接している場合は，

方解石K くらべて少しく掲色味があり F 透明

がひくし '0

。 200 400 6∞ 800 1000.c 

D.T.A.自線(第 1~喜)には 125 ・C の

吸熱反応、と， 815・Cの吸熱から 825・Cの発熱

反応に急激に逆転する変化がみられ，その間

には 400"0と720・OK小さい吸熱反応， 320 

℃を頂点とする市広い発熱反応， 600・0----第 1留 池代産sepioliteのD.T.A.曲糠
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なお 825むの発熱反応から高温部は?それ以前より700むのたいらな発熱反応、があらわれている O

HEN-E : C AILLERE，S. & D
 

であつめた曲線 (A，の基線が高くほぼ水平にはしる O

ラ 1965; 0 :哀EELING，P. S. ，1956 P: MUCHI，M. ， MUCHIN- ヲets. ， 1957 ; B : IN， 

sepioliteは一般的には(第 3国)(第 2 殴A~P) から反応、点をもとめると

曲線従来報告されたsepioliteのD.T. A. 第 2図

France (compact type) A : Ampandrandava， 

B :.京都府大江山鉱山産(compacttype) 

England 

France (fibrous type) 

ッケル) (fibrous type) 

F¥京都府大江山鉱山産(含ニッケル)

1966) al. ， 

i員

島
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Midlands， 

D : Am予andrandava，

Marl， va e
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E : New Caledonia 
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200 400 6∞ 800 1000.C 。
100Q"C 200 800 600 400 。

SepioliteのD.T. A. 曲線のpeak温度

D 吸熱反応(明瞭 X:発熱反応、(明瞭)
11 弱い反;志) x 1/弱い反応)

:rtの広い不明瞭な反応、():不純物による反応

:池代産 A. B. C. D. E. F. 第2閣と同じ

第3園
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300 r-..-発達の急激な逆転反応、とが特徴で p100 r-..- 150むの吸熱反応と 800む付近における吸熱

それらは試料によってあちわ400むと 550'"'-' 750むにも小さい吸熱あるいは発熱反応、があるが y

れ方がちがう O

typeとが一般に知られている O 第 2図中AとBは前fibrous typeとsepiolite R.は compact

後者iとCは文献には記載されていないが F 後述の理由から前者K属すると推測したO者Iと属する O

Fは両者の性質をそなえているようであるが F 報交の内容から後者の性質属するものはDとEで，

200 C間の脱水による

800む付近の逆転反応は

100 r-..-

typeは 2回である O
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をD.T.A.曲線のうえでくらべると F

fibrous で、 Ftype は 1

が強いと考えた。

compact 吸熱反応は F



compact typeの方

をくちかえす (E.F.) 

くしかも で、 fibrous typeは peak がや く?ときに小さい波

ある O ただしこのくちかえしは?これら sepioliteで?

能のものと成分を異にするためであるかもしれなし '0 以上の比較によると?地代 は compact

typeでめる C

員 I I I I I ! i I I I I I I 
80 

(Cu 30 KV， 10 mA， scale factor 8，一一

multiplier 0.8， time constant 4 sec.， 

divergency 1
0， receiving slit 0.4 mm 
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第 4図 池代産sepioliteのX鱗のX総粉末回析像

第 4閣にX線回折値を した O ζの試料(1)も既報のもの(2 : Muc註I， M.， et al. ， 1956 ; 

3 :村岡久志ら， 1958 4' BRINDLEY， G. W・， 1959 )と同様に， 12， 4.3， 3.7， 3.3， 2. 5λ 

などの特徴的回折線が明瞭である O 屈折緩は村間ら( 1958 )のもとめた自ew Mexico産のものほ

どには強度がなく鮮明でもなし '0 したがって結品度はめまり優れているとはいえなし '0 けれども D.T.

A. 曲線~C: 800 oc付近の逆較反応が多くの試料にくらべてより鋭く Fしかも甚だ明瞭にあらわれている

のが本試料の特徴である O

sepioliteの産状Kついては，従来つぎのような場合が報告されている O

(1) 蛇紋岩@かんらん岩などの変質物として産する O

円
月
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第 1 Se の

2 3 

d(お E d(A) I 

12.3 V.s. 12.6 65 12.8 

7.56 V.W. 7.6 9 7.4 

6.71 w 6.65 3 6.65 

5.04 W 5.09 9 5.00 

4.50 行1 4.48 15 4.49 

4.31 日1 4.33 17 4.30 

4.07 10 

3.78 紅1 3.75 14 3.73 

3.70 14 

3.50 13 3.52 

3.46 16 

3.34 m 3.34 17 3.34 

3.17 15 3‘18 

3.04 

2.98 10 

2.69 10 2.67 

2.61 17 2.61 

2.56 立1 2.56 21 2.56 

2.46 w 2.47 9 

2，440 

2.42 9 

2.39 8 2，395 

2.29 W 2.26 11 2，255 

2.25 w 

2.18 v.w. 

2.11 6 2，115 

2.08 5 

4 

d(ゐ I 

10 12.05 100 

5 7.47 10 

3 6.73 5 

l 5.01 7 

5 4.498 25 

7 4，306 40 

4β22 7 

6 3，750 30 

4 3，533 12 

9 3.366 20 

8 3，196 35 

2 3.050 12 

2，932 4 

2，825 7 

2，771 4 

4 2.691 20 

7 2，617 30 

2，586 NR. 

9 2，560 55 

2.479 5 

5 2.449 25 

4 2，406 15 

7 2，263 30 

2，206 8 

l 2，125 7 

2，069 20 

(2) 

(3) 

付) 風化した蛇紋岩@かんらん

iと脈状 (MUCHI，隠@グ主

1956， 1966 村関ら， 1958; 

RINDLEYラ.1959; 

をなし 7

あるいは sIich~n只 icJρ( 日 OTZ ヲ

P.E.，1964)中に産する O

(ロ) 花崩岩に接触する変質帯の透

十す

と大理石の接触部

において?大理石中 (WATTERS，

W.A. 1964)に産する O

と の変

lとともなう方解石中に小脈

(DALY， W.， 1935)として

るO

にともなう (Fo設弓

.E， 1949) 0 

lζ る

(区EELING， S.， 1956， TWE 

NHOFEL， ; GRIM， 

E.ラ 1953)0 

したがってマンガン鉱乙とに

todorokite ~とともなう は今回

7J) である O の成閣は

日立お未詳であるが， MOLLOT， G 

(践的)は塩湖で特別の条件下で生成

池代産， 2 大江山産 ， 3 : New Mexico 産 ， 4 : Little 

Co t tonwood， Utah産
するとのべ、 G則民 (1953)は

nonaggressive lucustrine におけ

る来い地質時代の産物であるとした O またWATTERSヲW. パ1960)は花 辺の変質 おい

てsね仰の生成時代?付近の石灰岩の税炭酸作用で生じた 002~とよって，水の存在のもとで，透

角閃石が変質して方解石@

援を生じ p珪酸は溶脱し?

.. sepiolite CMgO .. 6 Si02 o 2 20') (CAILLERE， S. ，1951). 

は変質作用に再度関係して?最後に方解石とsepioliteを生じたと考えた。
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し
し

とを示していて?そ

か を

るいは溶脱してしま

いやすいとい

るO

は? る をi自って

マンガ、ン したと

とsepiolite がしている治〉ら重

かったのもこ ためであろう O またピリカ

， 1952)が p 池代の場合

をともえごわたい todoroktie

を

zうi

を したこ

を経飴する地躍の

て

しく

したち F め

をとも

を覚え

1963)から? を

Oa ， Mg 7 002， Si02の

もたびたびあると考える O したがって池代鉱床をつくった撃波は

n液で ?ζれら随伴成分の一部は torodokiteの成分となり F

• sepiol iteとなった O こ ができなかったのは? と sepioliteの

成の化学的条件が異なること安 と考える O
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